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論 文 要 旨 
 
本論文は，R. シューマンが自ら出版に関わった最後のピアノ作品《暁の歌 Gesӓnge der Frühe》






















































１ ロベルト・シューマン：《幻想小曲集 Fantasiestücke》Op. 12 
第Ⅰ巻 HeftⅠ 






〈夜に In der Nacht〉 
〈寓話 Fabel〉 
〈夢のもつれ Traumes Wirren〉 
〈歌の終わり Ende vom Lied〉 
 
２ ロベルト・シューマン：《3つの幻想小曲 Drei Fantasiestücke》Op. 111 
第１曲 Mit leidenschaftlichem Vortrag 
第２曲 Ziemlich langsam 
第３曲 Sehr markiert 
 
第２部 
３ セルゲイ・ラフマニノフ：《10の前奏曲 10 Preludes for Piano》 Op. 23 
第１番 Largo 
第２番 Maestoso 
第３番 Tempo di minuetto 
第４番 Andante cantabile 





第８番 Allegro vivace 
第９番 Presto 
第 10番 Largo 
 
４ ロベルト・シューマン：《暁の歌 Gesӓnge der Frühe》Op. 133 
第１曲 Im ruhigen Tempo 
第２曲 Belebt, nicht zu rasch 
第３曲 Lebhaft 
第４曲 Bewegt 
第５曲 Im Anfang ruhiges, im Verlauf bewegteres Tempo 
 
リサイタル前半は R.シューマンの初期の作品「幻想小曲集」作品 12と後期の作品「3つの幻想小
曲集」作品 111 が演奏された。後半では S.ラフマニノフの「10 の前奏曲」作品 23 と「暁の歌」作
品 133 が演奏された。 
「幻想小曲集」作品 12においては，若いシューマンの文学性やロマン派特有の精神性が表現され
ていたが，より一層の掘り下げた演奏の必要性も求められた。 
























《暁の歌Gesӓnge der Frühe》Op. 133について，ヘルダーリンの書簡体小説『ヒュペリオーン――
あるいはギリシャの世捨て人』との関係，シューマン自身の後期の歌曲との比較考察を通して，作
品の標題解釈を導き出そうとするものである。また《暁の歌》の作曲された1853年前後のシューマ
ンをめぐる周囲の状況も踏まえて，本作品がシューマンの後期においていかなる意味を持つかにつ
いても考察を加えている。 
シューマンのピアノ作品については，1820年代から30年代にかけての初期の作品群は演奏の機会
も多く，多数の充実した研究があるものの，後期作品についてはコンサートでとり上げられること
もめったになく，本格的な研究も少ない。とくに《暁の歌》については，それまでのシューマンの
ピアノ作品とは異なる独自性を有しており，資料もあまり残されていないため，作品について詳細
がわかっていなかった。本論文はこれまであまり光の当てられていなかったシューマン晩年の作品
《暁の歌》をとりあげ，作品の分析や歌曲との比較を通して，標題の意味内容を考察し，作品の新
たな解釈を試みたものである。 
 
序論では，《暁の歌》作曲前後のヨーロッパの情勢について，またデュッセルドルフの音楽監督
に就任したシューマンの活発な創作活動について述べている。 
第１章では，《暁の歌》の作曲の経緯と出版，被献呈者，タイトルなど，作品の基本的な事項を
扱っており，自筆譜にヘルダーリンの『ヒュペリオーン』の登場人物「ディオティーマ」の名が記
されていたことも述べられている。 
第２章では，《暁の歌》を構成する５つの楽曲それぞれを分析し，特徴的な作品構造を導き出し
ている。 
第３章では『ヒュペリオーン』との関係を調べ，そのうえで音名を象徴として用いる手法を考察
している。とくに《謝肉祭》との比較により，《暁の歌》の音名象徴の手法がより抽象的，内面的
になっていることを指摘している。 
第４章では後期歌曲との比較を行っている。書法と詩の内容の両面から《暁の歌》の特質を解析
しようとしており，諦観や死を内容とする歌曲との共通点を炙り出している。 
第５章においてはこれまでの分析および考察を総合し，結論として標題に関する解釈を導き出し
ている。ひとつにはピアノ作品でありながら「歌」という言葉を含むタイトルそのものが，歌曲と
の繋がりを示唆しているという指摘である。また「暁」が「明け方」であり，また「初期」とも解
釈できることから，人生の回想と希望という意味を含んでいるとし，この作品が文学とシューマン
自身の人生を反映した最後の歌として解釈できるとして論文を結んでいる。 
本論文は，シューマンの晩年のピアノ作品《暁の歌》の詳細な分析と考察を通して，この作品の
新たな標題解釈を行なおうとするものである。とくにピアニストとして歌曲の伴奏をするなかで，
歌曲との関係に気づいたことから考察を進めたことは，実技系ならではの論文のあり方として特筆
される。この作品と歌曲との関係についてはこれまで指摘はされていたものの，後期の歌曲全てを
対象とした比較考察ははじめての試みであり，その点で高く評価される。また「音名象徴」という手
法について《謝肉祭》との比較を行い，後期の作品の特徴を探った点でも意義がある。予備審査の段
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階では，研究の方法論と考察の仕方について粗さがあったが，その点もほぼ修正されている。 
以上のような点から，本論文と口述試験を審査員全員一致で合格と判断した。 
 
